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遮熱
エコ塗料化学

宝栄産業 株式会社

宝栄産業 株式会社
地球温暖化防止のために、一人ひとりが
「自分にできること」を考える時代です。
様々な温暖化ストップの方法があります
が、オプティマスを使うこともその一つ
ではないでしょうか。住まいに塗ること
で、少しでも環境にやさしい暮らしをし
ていただければと思います。

代表取締役　高尾 弘美さん

主な事業内容

断熱塗料の製造・輸
出、特殊塗料（鉄板・
足場用）の製造

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 599-8233 堺市中区大野芝町 94
昭和 60年
1,200 万円
18名
072-235-1131
072-234-0835
http://www.optimus.jp

内装用「オプティマス」

遮
熱
塗
料
に
光
触
媒
を
加
え
た

新
技
術
で
断
熱
効
果
ア
ッ
プ

　

塗
料
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
宝
栄
産
業
株

式
会
社
。
10
年
以
上
前
か
ら
断
熱
・
遮

熱
塗
料
を
扱
っ
て
お
り
、
主
に
日
本
国

内
で
Ｏ
Ｅ
Ｍ
供
給
を
行
う
ほ
か
、
タ
イ

で
製
造
販
売
す
る
な
ど
、
海
外
展
開
も

行
っ
て
き
た
。

　

遮
熱
塗
料
を
屋
根
や
壁
面
に
塗
っ
た

場
合
、
年
数
が
経
っ
て
汚
れ
る
と
太
陽

光
の
反
射
率
が
下
が
り
、
遮
熱
効
果
が

落
ち
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
同
社
で
は
、

遮
熱
塗
料
を
塗
っ
た
後
に
、
汚
れ
を
自

然
に
落
と
す
自
浄
作
用
の
あ
る
光
触
媒

を
重
ね
て
塗
る
、
と
い
う
方
法
を
と
っ

て
い
た
。
そ
の
う
ち
顧
客
か
ら
「
一
度

に
塗
れ
た
ら
楽
な
の
に
」
と
い
う
要
望

を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
大
阪
府
立
大

学
と
の
連
携
で
、
光
触
媒
入
り
遮
熱
塗

料
の
開
発
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

同
社
が
扱
う
遮
熱
塗
料
は
特
殊
な
真

空
バ
ル
ー
ン
を
配
合
し
て
お
り
、
そ
の

真
空
バ
ル
ー
ン
が
塗
布
後
に
浮
き
上

が
っ
て
表
面
に
密
集
し
た
層
を
形
成
す

る
こ
と
で
遮
熱
効
果
を
発
揮
し
て
い

る
。
し
か
し
、
真
空
バ
ル
ー
ン
を
配
合

し
た
塗
料
樹
脂
に
、
光
触
媒
の
酸
化
チ

タ
ン
を
混
入
す
る
と
、
樹
脂
を
劣
化
さ

せ
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を

解
決
し
た
の
が
、
真
空
バ
ル
ー
ン
に
酸

化
チ
タ
ン
を
付
着
さ
せ
る
と
い
う
技
術

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
酸
化
チ
タ
ン

は
塗
料
樹
脂
か
ら
浮
い
た
状
態
と
な
っ

て
塗
料
の
劣
化
を
防
く
こ
と
が
で
き
、

遮
熱
と
防
汚
の
機
能
を
保
っ
た
遮
熱
塗

料
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

遮
熱
効
果
に
よ
り
室
温
は
、
平
均
で

１
〜
１.
５
℃
下
が
り
、
３
℃
変
わ
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
そ
の
省
エ
ネ
効

果
は
大
き
い
。

内
装
用
は
空
気
清
浄
機
能
と

保
温
効
果
で
節
電
対
策
に

　

こ
の
新
た
な
塗
料
の
ブ
ラ
ン
ド
名
は

「
オ
プ
テ
ィ
マ
ス
」。
内
装
用
も
あ
り
、

内
装
の
場
合
は
真
空
バ
ル
ー
ン
に
よ
り

室
温
を
一
定
に
保
つ
効
果
が
得
ら
れ
、

冷
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
で
き
る
。

加
え
て
、
光
触
媒
が
N
O
X

や
S
O
X

な

ど
の
大
気
汚
染
物
質
を
分
解
し
て
室
内

の
空
気
を
ク
リ
ー
ン
に
保
つ
。
ま
た
、

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
最
上
位
基
準
を

ク
リ
ア
し
て
い
る
た
め
安
全
性
も
高
い
。

こ
れ
か
ら
は
、
壁
紙
に
代
わ
る
安
心
安

全
な
イ
ン
テ
リ
ア
塗
料
と
し
て
も
ニ
ー

ズ
が
予
想
さ
れ
る
。

　
「
光
触
媒
の
有
害
物
質
分
解
機
能
は
高

く
、
安
全
性
の
高
い
商
品
な
の
で
、
価

格
を
な
る
べ
く
下
げ
て
広
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
代
表
取
締
役

の
高
尾
弘
美
氏
。

　

本
格
発
売
は
２
０
１
２
年
春
か
ら
だ

が
、
外
装
用
は
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
意
識
の
高

い
諸
外
国
で
の
需
要
が
期
待
で
き
る
た

め
、
国
際
市
場
へ
の
進
出
に
も
力
を
注

い
で
い
る
。

省エネ効果と
クリーンな空気を生む
光触媒入り遮熱塗料
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純水製造設備

尿素ＳＣＲ
システム専用
尿素水溶液に
関する製造
技術

化学

株式会社 シフト

株式会社 シフト
工業はもはや、環境問題と切り離しては
成立しなくなってきています。常に、時
代に対応できる商品を作っていかなけれ
ば、と思っています。尿素水溶液を中心
に、環境負荷の低減や汚染の予防に重点
を置いた様々な商品の開発を、これから
も続けていきたいですね。

代表取締役　谷口 三知雄さん

主な事業内容

工業用・自動車用ケ
ミカル品の製造及び
販売、工業用潤滑剤
の開発製造及び販売、
SCR システム専用尿
素水の販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒591-8025 堺市北区長曽根町46 アクシスクリエイティブセンター(ACC)4F
平成 6年
1,000 万円
15名
072-252-3231
072-252-3310
http://www.shift-kk.co.jp/

農
業
用
な
ど
の
低
品
質
尿
素
水
か
ら

高
品
質
な
尿
素
水
溶
液
を
精
製

　

工
業
用
潤
滑
油
、
自
動
車
用
ケ
ミ
カ

ル
品
な
ど
の
製
造
・
販
売
を
主
と
し
、

界
面
活
性
剤
を
使
用
し
な
い
自
動
車
用

ワ
ッ
ク
ス
な
ど
環
境
対
応
商
品
の
開
発

も
行
っ
て
き
た
株
式
会
社
シ
フ
ト
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に
続
き
、
日
本
国

内
で
も
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
車
の
排

出
ガ
ス
に
対
す
る
規
制
が
強
化
さ
れ
る

中
、
２
０
０
９
年
か
ら
は
、
大
型
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
に
搭
載
さ
れ
る
尿
素
Ｓ
Ｃ
Ｒ
シ

ス
テ
ム
で
使
わ
れ
る
尿
素
水
溶
液
の
精

製
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

尿
素
Ｓ
Ｃ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
と
は
、
排
出

ガ
ス
内
に
尿
素
水
溶
液
を
混
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
大
気
汚
染
の
原
因
と
さ
れ

る
窒
素
酸
化
物
N
O
X

を
、
尿
素
水
溶
液

の
ア
ン
モ
ニ
ア
と
の
化
学
反
応
に
よ
り
、

無
害
の
窒
素
と
水
に
分
解
す
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
尿
素
水
溶
液
の
需
要
は
急

速
に
伸
び
て
い
る
が
、
原
料
で
あ
る
尿

素
は
輸
入
品
が
多
く
使
わ
れ
て
お
り
、

国
内
で
製
造
し
て
い
る
の
は
１
社
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。

　

同
社
は
、
３
社
に
よ
る
共
同
開
発
で

テ
ス
ト
を
何
度
も
重
ね
た
結
果
、
安
価

で
質
の
悪
い
農
業
用
の
尿
素
水
か
ら
、

高
品
質
の
尿
素
水
溶
液
を
精
製
す
る
こ

と
に
成
功
。
尿
素
水
溶
液
「
ク
リ
ー
ン

A
T
ノ
ッ
ク
ス
」
と
し
て
安
価
で
の
提

供
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
も
ち
ろ
ん
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
に
準
拠
し

て
い
る
の
で
、
尿
素
Ｓ
Ｃ
Ｒ
シ
ス
テ
ム

搭
載
の
全
車
種
に
お
い
て
使
用
で
き
ま

す
」
と
代
表
取
締
役
の
谷
口
三
知
雄
氏

は
話
す
。

開
発
が
進
む
船
舶
用
尿
素
水
溶
液

品
質
保
証
で
環
境
問
題
に
貢
献

　

大
型
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
は
、
走
行
距

離
に
比
例
し
て
尿
素
水
溶
液
の
使
用
量

は
上
が
る
。
液
が
な
く
な
る
と
車
は
動

か
な
く
な
る
の
で
、
主
な
ユ
ー
ザ
ー
で

あ
る
運
送
業
者
、
バ
ス
会
社
は
、
定
期

的
な
調
達
が
必
要
で
あ
る
。
同
社
で
も

配
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
て
い
る

が
、
最
近
は
、
コ
ス
ト
を
抑
え
た
い
運

送
業
者
と
の
協
力
体
制
に
よ
り
、
国
内

の
多
く
の
場
所
に
「
ク
リ
ー
ン
Ａ
Ｔ
ノ
ッ

ク
ス
」
の
供
給
ポ
イ
ン
ト
を
置
く
ケ
ー

ス
も
増
え
て
き
た
と
い
う
。

　

２
０
１
６
年
に
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ

ン
ジ
ン
搭
載
の
船
舶
へ
の
規
制
も
ス

タ
ー
ト
す
る
た
め
、
現
在
は
船
舶
関
連

の
企
業
と
合
同
で
船
舶
用
の
開
発
を
進

め
て
い
る
。
船
舶
用
は
尿
素
濃
度
が
約

40
％
と
車
用
よ
り
高
い
が
、
車
用
と

同
様
に
高
品
質
の
も
の
を
作
り
、
現

在
、
航
海
テ
ス
ト
中
で
あ
る
。
ま
た
、

建
機
、
重
機
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
規

制
が
始
ま
る
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
る
。

２
０
１
１
年
の
販
売
量
は
約
２
０
４
０

ト
ン
。
３
年
前
か
ら
比
較
す
る
と
約
２

倍
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
需
要
を
見

据
え
て
工
場
を
新
設
し
て
増
産
体
制
を

と
る
と
い
う
。

　
「
環
境
へ
の
意
識
が
高
ま
る
中
、
規

制
が
緩
く
な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
尿
素
水
溶
液
の
需
要
は
今
後
も
増

え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
確
か
な
品
質
の
製
品
を
作
っ

て
い
き
ま
す
」
排
出
ガ
ス
規
制
と
い
う

大
き
な
環
境
問
題
を
抱
え
る
運
送
業
界

の
安
心
を
支
え
て
い
る
。

排出ガス規制に対応
高品質の尿素水溶液を
精製

尿素水溶液製品タンク

現 会長。平成 25年、増谷 徹さんが代表取締役社長に就任。
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創
業
以
来
約
　
年　

新
た
な

フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
製
品
の
研
究

　

リ
グ
ナ
イ
ト
株
式
会
社
は
、
フ
ェ

ノ
ー
ル
樹
脂
が
持
つ
熱
硬
化
性
に
い
ち

早
く
着
目
し
、
創
業
以
来
、
樹
脂
を
用

い
た
工
業
部
品
の
製
造
や
、
各
産
業
に

応
じ
た
材
料
の
提
供
な
ど
を
幅
広
く
手

が
け
て
き
た
。

　
「
90
年
近
く
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
に
こ

だ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
顧
客
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
個
別
対
応
の
た
め
、
フ
ェ

ノ
ー
ル
樹
脂
の
種
類
は
増
え
る
一
方
。

大
変
で
す
が
、
そ
う
い
う
細
や
か
な
対

応
で
、
お
客
さ
ん
に
選
ん
で
も
ら
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
取
締
役
社

長
の
呉
美
憲
氏
は
語
る
。

　

新
製
品
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
開
発
部
で
は
、
次
々
に
新
た
な
技

術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
10
年
近

く
前
か
ら
は
、
電
池
材
料
用
の
フ
ェ

ノ
ー
ル
樹
脂
を
研
究
し
て
き
た
。
今
ま

で
扱
っ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
だ
が
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
各
社
が
走
行
時
に

C
O
２

を
一
切
排
出
し
な
い
燃
料
電
池

自
動
車
の
開
発
を
進
め
る
中
、
そ
の
要

と
な
る
次
世
代
電
池
材
料
に
挑
戦
す
る

こ
と
で
、
環
境
に
優
し
い
商
品
開
発
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
思
い
も
あ
っ
た
と

い
う
。

黒
鉛
に
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
を
加
工

燃
料
電
池
の
部
品
用
素
材
に

　

燃
料
電
池
の
ス
タ
ッ
ク
（
セ
ル
と
セ

ル
を
重
ね
た
も
の
）
の
間
に
は
さ
ま
れ

る
「
セ
パ
レ
ー
タ
」
は
、
電
気
を
伝
え

つ
つ
、
燃
料
ガ
ス
や
空
気
を
遮
断
す
る

役
割
が
必
要
で
あ
る
。カ
ー
ボ
ン
と
フ
ェ

ノ
ー
ル
樹
脂
を
混
合
さ
せ
た
材
料
が
知

ら
れ
て
い
た
が
、
従
来
の
方
法
で
は
配

合
が
難
し
く
、
カ
ー
ボ
ン
が
分
散
し
な

い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
同

社
は
天
然
の
鱗
状
黒
鉛
に
、
フ
ェ
ノ
ー

ル
樹
脂
を
特
殊
な
方
法
で
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
し
た
「
黒
鉛-

フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
複

合
材
料
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）」
を
開
発
。

　
「
研
究
を
重
ね
、
よ
う
や
く
黒
鉛
の
表

面
に
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
を
薄
く
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
顕
微
鏡
写
真
で
は
、
フ
ェ
ノ
ー

ル
樹
脂
が
１
㎛
以
下
の
厚
さ
で
均
一
に

つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
よ
」

と
開
発
部
部
長
の
井
出
勇
氏
は
語
る
。

黒
鉛
の
熱
・
電
気
伝
導
性
が
良
い
と
い

う
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、
熱
圧
成
形
で

自
在
に
成
形
が
で
き
、
各
種
基
材
と
の

複
合
化
が
容
易
に
で
き
る
と
い
う
フ
ェ

ノ
ー
ル
樹
脂
で
あ
る
。
こ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が

燃
料
電
池
材
料
に
適
し
て
い
る
最
大
の

理
由
は
、
強
度
を
保
っ
た
ま
ま
０.
５

㎜
の
薄
さ
に
ま
で
加
工
で
き
る
点
に
あ

る
。
セ
パ
レ
ー
タ
用
材
料
と
し
て
大
手

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
は
高
い
評
価
を
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
家
庭
用
燃
料
電
池
の

普
及
も
進
み
つ
つ
あ
る
た
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

は
さ
ら
な
る
需
要
の
高
ま
り
が
期
待
さ

れ
る
。

　
「
世
の
中
は
環
境
対
策
商
品
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
持
つ
技

術
は
、
そ
う
し
た
次
世
代
の
新
製
品
開

発
を
支
え
る
こ
と
が
可
能
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
」
新
た
な
研
究
か
ら
高
性
能
な

新
製
品
を
生
み
出
し
、
そ
れ
を
核
に
事

業
展
開
し
て
い
く
。

リグナイト 株式会社
これまでも低公害、無公害な樹脂素材の
改良・開発を大学、省庁などの研究機関
や他社の開発部門と共に進めてきまし
た。今後も次世代の新製品開発にチャレ
ンジし、環境に配慮するための原材料の
改良など、積極的に提案していきたいと
思います。

取締役社長　呉 美憲さん

主な事業内容

フェノール樹脂、特殊
樹脂を主体とした工業
用樹脂製品から各種成
形加工等

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 592-8331 堺市西区築港新町 2-5
昭和 9年
3,150 万円
63名
072-241-9552
072-245-1836
http://www.lignyte.co.jp

リグナイト 株式会社

黒鉛-フェノール樹脂が
燃料電池の
部品素材に

黒鉛 - フェノール樹脂複合材料

フェノール
樹脂複合
材料

化学

90

現 会長。平成 24年、呉 美惠子さんが取締役社長に就任。
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独
自
の
技
術
開
発
に
邁
進

性
能
向
上
、
長
寿
命
化
を
実
現

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
バ
ッ
テ

リ
ー
に
よ
く
使
わ
れ
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
は
、
電
気
自
動
車
の
電
源
と
し

て
も
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
こ
の
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
要
と
も
い
え
る
正

極
用
材
料
を
製
造
し
て
い
る
の
が
関
西

触
媒
化
学
株
式
会
社
で
あ
る
。

　

現
在
、
正
極
材
と
し
て
多
く
使
わ
れ

て
い
る
の
は
コ
バ
ル
ト
だ
が
、
コ
バ
ル

ト
は
レ
ア
メ
タ
ル
に
属
し
、
高
価
で
あ

る
た
め
、
資
源
の
豊
富
な
金
属
元
素
か

ら
な
る
正
極
用
材
料
へ
の
代
替
が
求
め

ら
れ
て
き
た
。

　

同
社
が
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
材
料

と
し
て
展
開
し
て
い
る
の
は
ニ
ッ
ケ
ル

系
複
合
前
駆
体
で
あ
る
。
コ
バ
ル
ト
に

比
べ
る
と
ニ
ッ
ケ
ル
は
埋
蔵
量
が
多

く
、
安
価
で
あ
り
、
こ
れ
を
使
う
こ
と

で
、
貴
重
資
源
で
あ
る
コ
バ
ル
ト
の
使

用
削
減
に
つ
な
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
同
社
が
長
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
し

て
き
た
技
術
は
、
電
池
性
能
の
向
上
や

長
寿
命
化
を
実
現
し
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
技
術
は
、
水
酸
化
ニ
ッ

ケ
ル
の
球
状
化
技
術
で
あ
る
。
水
酸
化

ニ
ッ
ケ
ル
を
従
来
法
で
製
造
す
る
と
、

粒
子
が
不
定
形
と
な
り
、
充
填
し
た
と

き
に
無
駄
な
隙
間
が
生
じ
て
し
ま
う

が
、
同
社
の
製
品
を
使
え
ば
、
粒
子
が

球
状
に
そ
ろ
っ
て
い
る
た
め
、
充
填
時

に
隙
間
が
で
き
に
く
く
な
り
、
高
密
度

で
長
寿
命
な
電
池
が
で
き
上
が
る
。

　

さ
ら
に
、
複
数
の
元
素
を
均
一
に
混

合
す
る
異
種
元
素
固
溶
技
術
も
あ
る
。

　
「
正
極
材
の
性
能
は
、
数
種
類
の
元

素
を
組
み
合
わ
せ
た
『
前
駆
体
』
の
良

し
悪
し
で
決
ま
り
ま
す
。
私
た
ち
は
20

年
前
か
ら
、
様
々
な
元
素
を
ど
う
組
み

合
わ
せ
た
ら
求
め
ら
れ
る
能
力
が
発
揮

で
き
る
か
を
研
究
し
続
け
て
き
ま
し

た
」
と
箕
浦
康
子
社
長
。

　

例
え
ば
、
自
動
車
用
電
池
な
ら
、
出

力
を
重
視
し
た
元
素
混
合
に
す
る
な

ど
、
取
引
先
が
要
求
す
る
正
極
材
の
性

能
を
か
な
え
て
い
る
。

各
メ
ー
カ
ー
の
要
望
に
対
応
し

電
気
自
動
車
用
の
普
及
へ
つ
な
げ
る

　

ニ
ッ
ケ
ル
系
の
正
極
材
は
電
気
自
動

車
用
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
材
料
と

し
て
も
注
目
度
が
高
い
。
現
在
は
、
電

池
メ
ー
カ
ー
と
と
も
に
電
気
自
動
車
用

正
極
用
材
料
開
発
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
パ
ワ
ー
、
機
能
な
ど
自
動
車
メ
ー

カ
ー
ご
と
に
違
う
電
池
へ
の
要
望
に
こ

た
え
な
が
ら
、
電
気
自
動
車
の
普
及
を

見
据
え
て
い
る
。

　

ほ
か
に
も
同
社
の
扱
う
ニ
ッ
ケ
ル
化

合
物
、コ
バ
ル
ト
化
合
物
な
ど
は
、ニ
ッ

ケ
ル
水
素
電
池
な
ど
の
充
電
式
電
池
の

材
料
や
環
境
浄
化
の
触
媒
、
表
面
処
理

用
の
薬
品
原
料
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
迅
速

な
材
料
提
供
も
強
み
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
製
造
過
程
で
出
る
廃
液
を

リ
サ
イ
ク
ル
し
、
繊
維
分
野
で
使
わ
れ

る
薬
剤
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
り
、
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
応
用
し
た
廃
液
を

出
さ
な
い
材
料
開
発
に
取
り
組
ん
だ
り

す
る
な
ど
、
新
し
い
技
術
で
環
境
保
護

に
貢
献
す
る
こ
と
に
も
常
に
目
を
向
け

て
い
る
。

関西触媒化学 株式会社 主な事業内容

触媒化学工業薬品製造
販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0837 堺市堺区柏木町 1-3-13　
昭和 32年
30,280 万円
83名
072-241-6200
072-245-1513
http://www.kansyoku.co.jp

関西触媒化学 株式会社

球状にそろった正極用材料

リチウム
イオン電池
材料

化学

独自の技術で
リチウムイオン電池を
高性能化

化学メーカーは、環境に負荷を与える物質を
取り扱う業種です。だからこそ、特に環境に
配慮しなければならないと思っています。そ
の中で、お客様からの要望にスピード対応し、
先進技術の動向を見ながら、一歩先をいく研
究をしていきたいと思っています。
左：代表取締役社長　箕浦 康子さん

右：専務取締役　箕浦 義基さん
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ス
リ
ラ
ン
カ
産
ヤ
シ
殻
活
性
炭
を

安
定
調
達
し
、
低
価
格
を
実
現

　　

空
気
清
浄
機
、
タ
バ
コ
分
煙
機
、
飲

食
店
の
換
気
口
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い

る
脱
臭
フ
ィ
ル
タ
ー
。
株
式
会
社
ユ
ー
・

イ
ー
・
エ
ス
は
、
天
然
ヤ
シ
殻
活
性
炭

を
使
っ
た
、
使
い
捨
て
脱
臭
フ
ィ
ル

タ
ー
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
。

　
「
先
代
は
天
然
素
材
に
こ
だ
わ
る
敷

物
製
造
会
社
で
し
た
。
扱
い
慣
れ
た
コ

コ
ヤ
シ
で
何
か
新
し
い
環
境
浄
化
商
品

が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
当
社
を
設
立

し
ま
し
た
」
と
上
田
俊
也
社
長
。
肉
厚

で
高
硬
度
・
高
品
質
な
ヤ
シ
殻
を
使
っ

た
ス
リ
ラ
ン
カ
産
活
性
炭
を
安
定
調
達

で
き
る
ル
ー
ト
を
築
き
、
同
社
は
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
高
品
質
な
活
性
炭

製
品
を
作
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

高
齢
者
施
設
や
医
療
機
関
、
飲
食
店

な
ど
で
使
わ
れ
る
業
務
用
空
気
清
浄
機

の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
、
洗
浄
し
て
繰
り
返

し
使
う
も
の
が
大
半
だ
が
、
油
な
ど
が

付
着
す
る
と
洗
浄
は
重
労
働
で
、
廃
液

も
出
る
。
ま
た
、
高
価
格
な
た
め
に
、

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
も
使
い
続
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
多
い
。「
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
か
か
る
費
用
・
時
間
を
考
え
る
と
、

低
価
格
で
気
軽
に
使
い
捨
て
ら
れ
る

フ
ィ
ル
タ
ー
の
方
が
衛
生
的
で
、
結
果

的
に
環
境
と
人
に
優
し
く
な
る
」
と
い

う
発
想
で
あ
る
。

品
質
管
理
も
重
視
し
、

環
境
に
優
し
い
商
品
を
作
り
続
け
る

　　

同
社
で
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
者
な

ど
か
ら
フ
ィ
ル
タ
ー
の
悩
み
を
聞
い
た

上
で
、
そ
れ
に
こ
た
え
る
最
適
な
フ
ィ

ル
タ
ー
を
提
供
し
て
い
る
。
希
望
の
サ

イ
ズ
・
形
状
に
加
工
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
小
ロ
ッ
ト
に
も
対
応
。
プ
リ
ー
ツ

構
造
の
密
度
を
調
整
し
た
り
、
触
媒
加

工
、
難
燃
加
工
を
し
た
り
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
ま
た
、
強
度
を
保
つ
た
め
に

使
用
し
て
い
る
金
属
部
品
は
簡
単
に
取

り
外
し
て
分
別
・
廃
棄
で
き
る
な
ど
、

焼
却
処
分
を
前
提
と
す
る
環
境
配
慮
も

な
さ
れ
て
い
る
。

　

和
歌
山
の
加
工
工
場
内
に
あ
る
ラ
ボ

で
は
、
脱
臭
性
能
を
厳
密
に
テ
ス
ト
し
、

品
質
管
理
も
徹
底
し
て
い
る
。
活
性
炭

に
さ
ら
に
付
加
価
値
を
与
え
る
様
々
な

研
究
も
行
っ
て
お
り
、「
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
す
ば
や
く
対
応
し
、
役
に
立
つ
も

の
を
、
な
る
べ
く
低
価
格
で
提
供
し
て

い
き
た
い
」
と
上
田
社
長
は
語
る
。　

　

活
性
炭
を
粒
度
1
㎜
以
下
の
細
粉
末

に
す
る
ナ
ノ
加
工
技
術
は
、
医
薬
品
・

食
品
な
ど
へ
の
用
途
の
広
が
り
も
期
待

で
き
る
。
さ
ら
に
、
ア
オ
コ
除
去
剤
や

油
吸
着
剤
な
ど
の
環
境
保
全
・
浄
化
製

品
、
建
設
汚
泥
や
工
場
廃
液
の
処
理
を

円
滑
化
で
き
る
「
簡
易
排
水
処
理
キ
ッ

ト
」
も
手
掛
け
る
な
ど
、
活
性
炭
の
可

能
性
を
広
げ
続
け
て
い
る
。

株式会社ユー・イー・エス
臭い対策に困っている現場はたくさんあ
り、あらゆる相談を受けています。そう
した現場で喜んで使ってもらえるような
商品を提供していきたいと思っていま
す。これからも、よりよい活性炭商品の
開発に取り組み、環境浄化に役立つ製品
を作り続けたいですね。

代表取締役　上田 俊也さん

主な事業内容

ヤシを原料とする活性
炭、フィルター及び環
境浄化剤の製造、加工、
販売等

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0946 堺市堺区 2-1-24
平成 16年
1,500 万円
5名
072-229-2411
077-229-2512
http://www.cocowork.com

株式会社ユー・イー・エス

天然ヤシ殻活性炭の
快適エコフィルター

脱臭エコフィルター

脱臭エコ
フィルター化学
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リマテック株式会社 堺SC工場

リマテック株式会社 堺 SC工場
他企業とも互いに知恵や技術を出し合っ
て、共同開発もどんどん進めていきたい
と思っています。これからも新たなビジ
ネスモデルの開発に積極的にチャレンジ
していきます。廃棄物処理事業を総合環
境事業として発展させ、海外にもノウハ
ウを提供していきたいですね。

代表取締役社長　田中 正敏さん

主な事業内容

総合環境事業（リサ
イクル RF事業、リサ
イクル SC事業等）

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 592-8331 堺市西区築港新町 4-2-4
昭和 26年
10,000 万円
192名
072-280-0525
072-280-0526
http://rematec.co.jp/

堺 SC工場

循
環
型
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

廃
棄
物
を
再
資
源
化

　

廃
棄
物
を
再
資
源
化
す
る
事
業
に
注

力
し
、
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
貢

献
し
て
い
る
リ
マ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
。

平
成
20
年
に
環
境
省
の
エ
コ
・
フ
ァ
ー

ス
ト
制
度
に
認
定
さ
れ
た
環
境
先
進
企

業
で
あ
る
。

　

コ
ア
事
業
の
一
つ
は
、
廃
棄
物
を
補

助
燃
料
へ
と
加
工
す
る
Ｒ
Ｆ
事
業
だ
。

様
々
な
産
業
界
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃

油
、
汚
泥
な
ど
の
産
業
廃
棄
物
を
、
特

許
技
術
に
よ
り
成
分
調
整
し
、
自
社
で

設
計
・
建
築
し
た
プ
ラ
ン
ト
で
ミ
キ
シ

ン
グ
。
受
け
入
れ
た
廃
棄
物
の
約
98
％

を
石
炭
代
替
燃
料
と
し
て
再
資
源
化

し
、
大
手
セ
メ
ン
ト
会
社
な
ど
に
販
売

し
て
い
る
。

　

さ
ら
な
る
事
業
の
柱
を
求
め
て
立
ち

上
げ
た
の
が
、
亜
臨
界
水
処
理
法
に
よ

る
廃
棄
物
の
再
資
源
化
技
術
で
あ
る
。

亜
臨
界
水
が
有
機
物
を
溶
解
・
分
解
す

る
能
力
が
高
い
こ
と
に
着
目
。
大
阪
府

立
大
学
と
の
８
年
に
及
ぶ
共
同
研
究
を

経
て
、
平
成
18
年
に
70
ト
ン
の
処
理
能

力
を
持
つ
世
界
初
の
商
用
亜
臨
界
水
プ

ラ
ン
ト
、
堺
Ｓ
Ｃ
工
場
を
建
設
し
た
。

　

亜
臨
界
水
プ
ラ
ン
ト
で
は
従
来
焼
却

処
分
す
る
し
か
な
か
っ
た
多
種
多
様
な

廃
棄
物
の
再
資
源
化
へ
の
応
用
が
可

能
。
現
在
は
有
機
塩
素
系
溶
剤
含
有
廃

液
の
脱
塩
素
・
再
資
源
化
や
、
動
植
物

性
油
脂
残
さ
な
ど
の
分
解
・
再
資
源
化

（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
化
）
な
ど

を
進
め
て
い
る
。

「
下
水
汚
泥
を
亜
臨
界
水
で
前
処
理
し
、

メ
タ
ン
発
酵
を
高
速
化
・
効
率
化
す
る

研
究
も
進
め
て
い
ま
す
。
ま
も
な
く
プ

ラ
ン
ト
建
設
・
試
験
運
用
が
始
ま
り
ま

す
が
、
メ
タ
ン
ガ
ス
を
効
率
良
く
回
収

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
今
後
は
下
水

処
理
場
な
ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
田
中
正
敏
社
長
は
語
る
。

研
究
開
発
か
ら
設
計
、
施
工
ま
で

一
貫
体
制
で
迅
速
に
対
応

　

堺
Ｓ
Ｃ
工
場
は
、
研
究
施
設
と
し
て

の
役
割
も
大
き
い
。
ラ
ボ
で
は
、
処
理

困
難
な
廃
棄
物
を
再
資
源
化
す
る
様
々

な
実
験
・
分
析
を
し
て
お
り
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
ま
と
め
て
か
ら
プ
ラ
ン
ト
稼
働
へ

と
い
う
流
れ
だ
。
処
理
に
用
い
る
触
媒
、

凝
集
剤
の
開
発
・
製
造
も
行
っ
て
い
る
。

「
産
業
廃
棄
物
業
界
で
、
こ
れ
だ
け
の
研

究
部
門
を
持
っ
て
い
る
会
社
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
新
た
な
研
究

を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
田

中
社
長
。
次
世
代
事
業
を
生
み
出
す
拠

点
と
す
る
べ
く
、
亜
臨
界
水
技
術
以
外

に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

同
社
は
東
日
本
大
震
災
後
に
は
い
ち

早
く
現
地
に
入
り
、
東
北
支
社
を
開
設

し
て
が
れ
き
処
理
に
取
り
組
ん
だ
。
自

治
体
と
共
同
で
が
れ
き
処
理
計
画
を
策

定
、
地
元
企
業
と
協
力
し
て
除
塩
施
設

や
排
水
処
理
設
備
を
建
設
し
、
塩
分
を

含
ん
だ
災
害
廃
棄
物
や
水
産
廃
棄
物
の

処
理
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

「
我
々
は
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
、
建
設
も
可

能
。
企
画
力
、
技
術
力
に
加
え
て
、
現

場
で
迅
速
に
対
応
で
き
る
力
も
あ
り
ま

す
」
と
、
一
貫
体
制
で
事
業
展
開
で
き

る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
だ
。

亜臨界水処理技術で
廃棄物を新たな
資源として再生

亜臨界水プラント
及び亜臨界水処理
法による廃棄物の
再資源化技術

化学

現 リマテックホールディングス株式会社 取締役会長。平成 28年、籔 哲之さんが代表取締役社長に就任。

平成23年度 補助金採択
低含水有機廃棄物対応型亜臨界水
－メタン醗酵システムの開発

（リマテックグループ：平成 26年持株会社化）
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アクラリン
RHF-OK2
重金属固定剤

化学

飛灰中の有害物質を
固定化
土壌汚染を防ぐ

甲陽化成株式会社

アクラリン RHF-OK2

アルバスクリーンの使用例

独
自
の
研
究
で
薬
剤
開
発

現
場
に
密
着
し
た
サ
ポ
ー
ト
が
可
能

　　

甲
陽
化
成
株
式
会
社
は
設
立
以
来
、

防
食
防
錆
剤
や
水
処
理
薬
品
、
産
業
廃

棄
物
処
理
剤
、
特
殊
工
業
用
薬
品
な
ど

様
々
な
薬
品
の
開
発
・
製
造
を
手
が
け

て
き
た
。
多
彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
取

り
そ
ろ
え
、
全
国
の
代
理
店
を
通
し
て

販
売
し
て
い
る
。

　

現
場
に
密
着
し
た
研
究
開
発
力
の
高

さ
と
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
細
や
か
さ
が
同

社
の
強
み
で
あ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
配
管

用
洗
浄
剤
の
選
択
に
悩
ん
で
い
れ
ば
、

配
管
内
の
水
を
送
っ
て
も
ら
い
、
成
分

を
分
析
。
時
に
は
現
場
を
訪
問
し
て
ボ

イ
ラ
な
ど
の
機
器
の
状
態
を
調
べ
、
最

適
な
製
品
を
提
案
し
て
い
る
。
既
存
の

製
品
で
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、
用
途

に
応
じ
て
少
量
で
も
薬
剤
を
開
発
す
る

と
い
う
。

　

井
口
久
社
長
は
「
当
社
の
よ
う
に
、

お
客
様
の
事
業
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
テ

ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
企

業
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
や
営
業
活
動
で
ニ
ー

ズ
を
く
み
取
り
、
製
品
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

鉛
や
水
銀
な
ど
の
重
金
属
と
結
合
し

再
溶
出
し
な
い
重
金
属
固
定
剤
を
開
発

　　

同
社
の
製
品
に
重
金
属
固
定
剤
「
ア

ク
ラ
リ
ン
Ｒ
Ｈ
Ｆ

‒

Ｏ
Ｋ
２
」が
あ
る
。

焼
却
場
か
ら
発
生
す
る
飛
灰
に
は
カ
ド

ミ
ウ
ム
や
鉛
、
水
銀
な
ど
の
重
金
属
有

害
物
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

無
害
化
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
埋
め
立
て

ら
れ
て
い
る
。
無
害
化
処
理
に
は
一
般

的
に
有
機
キ
レ
ー
ト
剤
が
使
用
さ
れ
て

い
る
が
、
配
位
結
合
の
た
め
経
年
変
化

や
酸
性
雨
の
影
響
に
よ
り
重
金
属
が
再

溶
出
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
埋
め
立
て
処
分
し
た
場
所
か

ら
地
下
水
を
汚
染
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
排
水
処
理
設
備
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
「
ア
ク
ラ
リ
ン
Ｒ
Ｈ
Ｆ

‒

Ｏ
Ｋ
２
」

は
す
べ
て
の
重
金
属
と
化
学
結
合
す
る

硫
化
物
法
。
結
合
力
が
強
い
た
め
再
溶

出
の
リ
ス
ク
が
な
く
、
排
水
処
理
の
負

担
を
大
き
く
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
硫
化
物
は
取
り
扱
い
時
の
悪
臭
が

ネ
ッ
ク
で
し
た
が
、
原
料
を
吟
味
し
て

試
行
錯
誤
し
た
結
果
、
薬
剤
を
ほ
ぼ
無

臭
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
」
と

商
品
推
進
部
の
樋
口
陽
造
部
長
は
語

る
。
こ
の
硫
化
物
法
は
有
機
キ
レ
ー
ト

剤
の
代
替
と
し
て
、
現
在
は
一
部
の
焼

却
施
設
で
使
用
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

同
社
が
力
を
入
れ
る
も
う
ひ
と
つ
の

開
発
商
品
は
、
循
環
式
浴
場
の
配
管
･

濾
過
器
に
繁
殖
し
た
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
を

洗
浄
す
る
薬
剤
「
ア
ル
バ
ス
ク
リ
ー

ン
」。
中
和
剤
や
、
有
機
物
の
数
を
調

べ
て
洗
浄
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判
断
す
る

Ａ
Ｔ
Ｐ
測
定
試
薬
も
一
緒
に
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
す
る
こ
と
で
使
い
勝
手
を
向
上
。

常
に
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
で
考
え
る
同
社

ら
し
い
配
慮
で
あ
る
。
使
用
方
法
、
効

果
が
わ
か
る
動
画
を
公
開
す
る
な
ど
、

新
た
な
営
業
方
法
も
模
索
中
だ
。

　

こ
れ
か
ら
も
環
境
に
配
慮
し
た
製
品

開
発
を
続
け
つ
つ
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の

相
談
に
即
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

目
ざ
す
。

土壌や水質が汚染されると後処理には高
額な費用がかかります。そうした事態を
防ぐためには、廃棄物の処分段階や機械
の定期点検で使用する薬品を吟味するこ
とが大切。これからも情報収集に努めて
よりよい製品開発に尽力していきます。
左：代表取締役社長　井口 久さん

右：商品推進部部長　樋口 陽造さん

甲陽化成株式会社 主な事業内容

工業薬品の開発販売
製造

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0983 堺市堺区山本町 1-17
昭和 42年
2,000 万円
9名
072-227-8201
072-229-8119
http://www.koyochem.co.jp
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環境・健康配慮
型機能性薬剤の
製造技術

化学

環境に配慮した
繊維加工用薬剤を開発

コタニ化学工業株式会社

納品に際してはMSDSと呼ばれる製品安
全データシートをサンプルの段階から提
供しています。これからも原料の選定を重
視した製品開発をしていきたいですね。環
境への配慮と安全面を外部へ「伝える」意
識を持って、業務に取り組んでいきます。

コタニ化学工業株式会社 主な事業内容

繊維加工用界面活性
剤・仕上剤の製造販
売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 592-8352 堺市西区築港浜寺西町 13-14
昭和 48年
2,250 万円
20名
072-268-0291
072-268-0293
http://www.kotani-chemical.co.jp

クインセッター POL
使用 ( 左 )、未使用 (右 )

クインセッター POL
加工布（左）、未加工布（右）

独
自
の
微
粒
子
化
技
術
で

繊
維
を
高
機
能
化

　

繊
維
の
染
色
・
漂
白
・
捺
染
加
工
の

助
剤
や
、
柔
軟
剤
、
各
種
機
能
性
薬
剤

を
開
発
・
製
造
し
て
き
た
コ
タ
ニ
化
学

工
業
株
式
会
社
。繊
維
加
工
分
野
で
は
、

特
殊
化
・
差
別
化
し
た
薬
剤
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
大

手
メ
ー
カ
ー
は
対
応
に
積
極
的
で
は
な

く
、
同
社
の
よ
う
な
少
量
多
品
種
の
薬

剤
要
求
に
こ
た
え
る
企
業
は
貴
重
な
存

在
で
あ
る
。
顧
客
の
要
望
に
き
め
細
か

に
対
応
し
た
こ
と
で
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
が

蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
研
究
開
発
も
積
極

的
に
進
め
て
、
新
製
品
を
次
々
に
送
り

出
し
て
い
る
。

　

同
社
が
開
発
し
た
「
ク
イ
ン
セ
ッ

タ
ー
P
O
L
」
は
、
独
自
の
微
粒
子

化
技
術
で
柔
軟
か
つ
強
固
な
樹
脂
皮
膜

を
あ
ら
ゆ
る
繊
維
上
に
形
成
。
花
粉
、

黄
砂
、
P
M
2
・
5
、
化
粧
品
な
ど
の

付
着
を
防
止
し
、
付
着
し
て
も
軽
く
は

た
く
だ
け
で
汚
れ
を
払
い
落
と
す
こ
と

が
で
き
る
繊
維
加
工
剤
で
あ
る
。
繊
維

の
隙
間
や
凹
凸
を
ナ
ノ
粒
子
で
埋
め
、

処
理
後
の
風
合
い
は
ソ
フ
ト
で
、
通
気

性
や
吸
水
性
が
悪
く
な
る
こ
と
は
な

い
。性
能
試
験
は
社
内
外
で
実
施
済
み
。

現
在
は
、
寝
具
、
タ
オ
ル
、
下
着
メ
ー

カ
ー
な
ど
に
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
P
O
L
」
が
付
着
防
止
を
主

な
目
的
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
ク

イ
ン
セ
ッ
タ
ー
P
L
C
」
と
い
う
、
汚

れ
の
吸
着
を
目
的
と
し
た
薬
剤
も
あ

る
。
玄
関
マ
ッ
ト
や
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
掃

除
用
シ
ー
ト
な
ど
に
使
用
す
る
と
、
さ

ら
っ
と
し
た
質
感
を
保
っ
た
ま
ま
強
力

な
粘
着
性
で
ほ
こ
り
や
花
粉
を
キ
ャ
ッ

チ
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
今
や
「
国
民

病
」
と
も
呼
ば
れ
る
花
粉
症
対
策
と
し

て
各
業
界
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

染
色
時
の
洗
浄
工
程
を
大
幅
短
縮

新
商
品
は
新
分
野
へ
の
展
開
を
目
ざ
す

　

一
般
的
に
染
色
加
工
は
工
程
数
が
多

く
、
水
や
熱
も
大
量
に
使
う
た
め
、
環

境
に
配
慮
し
な
が
ら
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も

し
た
い
と
い
う
工
場
か
ら
の
要
望
が
多

か
っ
た
。
同
社
は
創
業
初
期
か
ら
環
境

に
対
す
る
意
識
が
高
く
、
工
程
省
力
化

一
浴
ソ
ー
ピ
ン
グ
剤
「
ク
イ
ン
ソ
ー
プ

T‒

J
H
」
を
製
造
。
染
色
時
の
還
元

洗
浄
工
程
を
短
縮
で
き
る
人
気
商
品

で
、
現
在
も
海
外
の
工
場
で
広
く
使
わ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
般
販
売
も
視
野
に
入
れ
た

製
品
開
発
に
も
積
極
的
で
、「
ク
イ
ン

セ
ッ
タ
ー
P
O
L
」
を
ス
プ
レ
ー
タ
イ

プ
に
し
た
商
品
は
、
３
年
ほ
ど
前
か
ら

販
売
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
抗
菌
・
保

温
効
果
を
も
た
ら
す
薬
剤
な
ど
の
開
発

も
進
め
て
い
る
。
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、

「
原
料
に
は
溶
剤
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
、

基
本
的
に
水
溶
性
の
も
の
を
使
用
し
て

い
ま
す
」
と
小
谷
昇
社
長
は
原
料
の
選

定
を
重
視
し
た
姿
勢
を
語
る
。

　

新
た
な
商
品
を
生
み
出
す
に
は
、
情
報

収
集
を
重
視
し
、
他
業
種
か
ら
ヒ
ン
ト
を

も
ら
う
こ
と
も
多
い
と
い
う
。「
こ
ん
な

も
の
が
ほ
し
い
、と
い
う
要
望
に
は
、ノ
ー

と
言
わ
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
」
と

小
谷
社
長
は
言
う
。
長
年
培
っ
て
き
た
技

術
は
、
今
後
の
新
分
野
へ
の
展
開
に
も
大

き
な
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

代表取締役　小谷 昇さん
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SKパウチ
システム化学

シーリング材容器を
コンパクト化
ゴミの大幅減量が可能に

シャープ化学工業株式会社

シャープ化学工業株式会社
スプレーできるシーリング材をコーキン
グガンメーカーと共同開発しています。
シーリング材を接着剤として使えれば、
環境に負荷を与えず、省エネにも貢献で
きます。これからも、従来の用途にこだ
わらず、幅広い分野での展開を目ざして
いきたいですね。

代表取締役社長　村上 幹男さん

主な事業内容

シーリング材・コー
キング材・接着剤の
製造販売、工事関連
商品の仕入れ販売・
輸出入

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 592-8352 堺市西区築港浜寺西町 13-12
昭和 40年
9,200 万円
49名
072-268-0322
072-268-3119
http://www.sharpchem.co.jp/

数
々
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
詰
め
込
ま
れ
た

画
期
的
な
パ
ウ
チ
シ
ス
テ
ム

　

シ
ャ
ー
プ
化
学
工
業
株
式
会
社
は
、

シ
ー
リ
ン
グ
材
、
接
着
剤
、
防
水
材
の

製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
多
品
種

少
量
生
産
に
徹
し
、
製
造
設
備
を
自
社

開
発
す
る
な
ど
し
て
独
自
の
製
造
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
き
た
企
業
だ
。

　

建
築
現
場
な
ど
で
防
水
、
気
密
な
ど

の
用
途
で
使
わ
れ
る
シ
ー
リ
ン
グ
材

は
、
通
常
は
筒
状
容
器
の
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
に
充
填
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
容
器

は
在
庫
が
か
さ
ば
る
上
、
廃
棄
の
際
に

費
用
が
か
か
る
こ
と
が
常
に
問
題
視
さ

れ
て
お
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
求
め
る

声
が
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
社
は

容
器
に
レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク
の
よ
う
な

フ
ィ
ル
ム
の
袋
を
採
用
し
、
使
用
後
に

容
器
が
圧
縮
さ
れ
て
ゴ
ミ
の
分
量
を
従

来
の
10
分
の
１
近
く
ま
で
減
量
で
き
る

「
S
K
パ
ウ
チ
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
に

成
功
し
た
。

　
「
袋
の
素
材
、
形
を
決
め
る
ま
で
が

大
変
で
し
た
。
手
で
し
ぼ
っ
て
使
っ
た

と
き
の
圧
力
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、
ノ

ズ
ル
部
、
ノ
ズ
ル
受
け
部
、
し
ぼ
り
口

の
形
状
な
ど
に
も
工
夫
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
」
と
村
上
幹
男
社
長
は
言
う
。
そ

の
試
行
錯
誤
が
実
を
結
び
、
充
填
技
術

や
容
器
の
形
態
、
そ
れ
ら
の
工
程
に
用

い
る
機
械
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
す
べ
て
に

お
い
て
国
内
外
の
特
許
を
取
得
し
た
。

　

こ
の
パ
ウ
チ
シ
ス
テ
ム
は
、
手
し
ぼ

り
で
の
使
用
の
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
の

メ
ー
カ
ー
と
と
も
に
専
用
の
コ
ー
キ
ン

グ
ガ
ン
も
開
発
し
て
い
る
た
め
筒
状
容

器
と
同
様
の
コ
ー
キ
ン
グ
作
業
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
好
評
だ
と
い
う
。
同
製

品
は
コ
ン
パ
ク
ト
化
さ
れ
た
こ
と
で
省

ス
ペ
ー
ス
化
だ
け
で
は
な
く
、
製
品
輸

送
時
の
省
エ
ネ
化
に
も
つ
な
が
っ
て
お

り
、
保
管
、
使
用
、
廃
棄
の
各
段
階
す

べ
て
に
お
い
て
複
合
的
な
メ
リ
ッ
ト
を

生
み
出
し
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、

デ
ザ
イ
ン
性
や
ゴ
ミ
の
大
幅
減
量
化
が

評
価
さ
れ
、
２
０
０
１
年
の
「
グ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
賞
」
の
ほ
か
２
０
０
９
年
に
大

阪
も
の
づ
く
り
優
良
企
業
賞
、
２
０
１
０

年
に「
お
お
さ
か
エ
コ
テ
ッ
ク
」の「
ゴ
ー

ル
ド
エ
コ
テ
ッ
ク
」
に
選
定
さ
れ
る
な

ど
受
賞
を
重
ね
て
い
る
。

豊
富
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
形
に
す
る

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
開
発
姿
勢

　

同
社
は
中
小
企
業
な
ら
で
は
の
小
回

り
の
よ
さ
を
生
か
し
た
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
開
発
姿
勢
も
特
徴
だ
。
村
上
社
長
は

「
製
品
の
完
成
度
の
高
さ
は
も
ち
ろ
ん
、

お
客
様
の
要
望
に
は
な
る
べ
く
早
く
こ

た
え
る
こ
と
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
」

と
、
大
手
企
業
に
は
な
い
対
応
力
を
強

み
に
す
る
。
ま
た
、
社
内
か
ら
生
ま
れ

る
豊
富
な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
顧
客
の
声
を

積
極
的
に
具
現
化
す
る
行
動
力
も
特
徴

的
で
、
浴
槽
の
修
繕
に
使
え
る
少
量
サ

イ
ズ
の
シ
ー
リ
ン
グ
材
「
バ
ス
シ
ー
ル
」

や
、
蓄
光
顔
料
を
配
合
し
、
災
害
時
の

避
難
誘
導
に
使
え
る
シ
ー
リ
ン
グ
材「
ホ

タ
ル
コ
ー
ク
」
な
ど
、
D
I
Y
市
場
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
製
品
も
数
多
く
取

り
そ
ろ
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
多
品

種
少
量
生
産
を
武
器
に
、
新
し
い
発
想

の
商
品
を
提
供
し
、
存
在
感
を
示
し
続

け
る
。
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